會報 by unknown
令
報
奮
報
過
去
一
態
期
間
に
於
て
我
々
の
た
ど
っ
で
来
た
遣
を
顧
る
止
、
鈴
す
所
の
少
か
り
し
を
考
へ
て
い
さ
さ
か
慨
悩
の
次
第
で
あ
る
。
而
し
又
ひ
る
が
へ
っ
て
考
へ
て
見
る
に
、
其
の
責
任
の
一
端
は
合
員
諸
君
に
も
負
強
し
て
も
ら
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
経
済
堕
舎
の
畿
日
出
は
‘
委
員
、
会
合
員
一
つ
に
な
っ
て
初
め
て
充
貨
が
あ
り
、
向
上
が
あ
る
の
で
あ
る
。
政
に
合
員
諸
君
の
総
裁
的
文
狩
を
お
願
び
す
る
。
昭
和
九
年
に
入
っ
て
既
に
十
月
、
ζ
の
時
に
常
HJ
世
界
経
済
の
行
詰
り
は
幾
多
の
深
刻
な
る
問
題
を
展
開
し
て
お
り
、
経
済
事
そ
れ
自
身
の
重
大
性
を
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
秋
で
あ
る
ο
ス
ポ
ー
ツ
も
大
い
に
結
構
で
あ
る
。
市
し
で
叉
研
究
、
撃
的
研
究
竺
絶
好
の
秋
で
も
あ
る
。
ζ
の
秋
ζ
そ
一
好
感
究
の
野
に
や
常
闘
し
よ
う
ο
一
向
車
期
間
に
於
け
る
仕
事
の
一
部
を
左
に
報
告
す
る
。
吾
々
は
一
穫
期
的
問
に
左
の
三
ワ
mm究
舎
を
持
つ
雨
明
が
出
来
た
。
震
に
窃
究
的
自
民
心
に
燃
え
る
人
々
に
よ
っ
て
検
討
さ
品
川
た
研
究
舎
の
骨
子
を
記
し
、
讃
者
の
参
考
に
供
す
る
。
一
、
債
償
愚
説
史
研
究
曹
ハ
事
部
一
年
ぜ
な
、
ナ
1
乙
波
多 f丹
野主主
鼎忠
氏男
客数
『 f受
f貨
償費
接 ＇；.：
暫孟
己か
る
E実情
雇値
母宅
を＂ fl-
: ~ 
1 研
スー
ツ乙ト 4詮
tば
、既
五報
月の
初如
匂〈
八
六
よ
P
、
毎
迦
火
曜
研
究
報
告
舎
を
持
ち
‘
血
中
部
一
年
を
中
心
と
す
る
好
患
の
士
の
債
依
理
論
研
究
の
指
導
的
役
割
を
努
め
で
来
た
が
、
一
向
車
期
中
、
既
に
八
・
九
阿
の
報
告
A
M
日
が
閲
か
れ
、
ご
皐
期
に
入
る
E
共
に
、
p
カ
ー
ド
的
低
論
報
告
の
協
同
部
を
終
了
、
去
る
十
月
六
日
よ
り
約
叫
週
間
の
研
究
合
中
止
に
入
P
、
英
問
に
各
報
告
者
は
各
分
鎗
ル
論
文
に
纏
め
て
提
出
せ
ん
止
し
て
ゐ
る
。
報
告
者
は
ん
名
（
松
下
‘
一
一
一
階
、
村
山
、
期
稿
、
鈴
木
本
多
、
浅
間
、
佐
原
ゾ
此
問
、
同
建
設
授
の
文
字
遁
H
席
の
回
収
る
問
も
な
い
多
忙
中
を
押
し
て
の
、
懇
切
品
開
る
老
練
な
指
導
振
り
は
．
会
員
の
讃
歎
ξ
感
謝
の
的
に
な
ヲ
で
ゐ
る
。
＝
、
維
新
艇
済
史
研
究
曾
ハ
空
曹
一
年
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
山
下
英
夫
教
授
指
導
の
下
に
よ
れ
月
十
二
日
よ
り
会
議
五
回
の
泊
四
定
に
て
、
我
々
は
研
究
舎
を
持
ワ
た
。
山
下
教
授
の
熱
心
な
る
研
究
、
指
導
、
そ
れ
に
謝
し
て
の
堅
生
の
静
究
報
告
、
経
済
史
研
究
の
諸
氏
に
ξ
9
で
は
＃
常
に
有
意
義
な
研
究
舎
で
あ
っ
た
と
忠
ふ
0
1
常
識
の
内
符
骨
子
を
左
に
紹
介
す
る
。
緒
論一
、
維
新
史
的
範
閏
二
、
維
新
史
川
町
究
め
意
義
本
論一
、
紘
新
の
意
義
二
、
維
新
の
必
然
性
1
1封
建
社
命
日
末
期
の
矛
盾
ハA
U
物
質
的
矛
盾
一
綿
一
一
得
（
h
b
U
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
一
一
一
、
維
新
革
命
の
過
程
ハA
U
封
建
灼
身
分
制
皮
の
廃
止
（
B
V封
建
的
所
布
関
係
何
十
底
止
問
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
移
入
（
A
V
機
械
工
業
（
B
U商
業
組
織
ハC
U・
交
油
機
関
－
－
て
我
圃
に
拾
け
る
金
融
緩
慢
に
就
い
て
パ
雪
地
二
年
？
ミ
ナ
1
ル
）
之
れ
也
前
の
一
一
研
究
舎
と
阿
じ
〈
、
ぜ
ミ
ナ
1
ル
の
形
式
を
主
り
、
竹
村
致
太
郎
教
授
杓
導
の
下
に
」
ハ
月
八
日
第
一
議
開
始
以
来
、
熱
心
な
る
研
究
報
告
舎
は
閃
か
れ
た
。
現
花
経
済
界
の
重
大
な
る
問
附
喝
な
る
故
、
先
イ
一
一
般
論
よ
り
と
か
れ
、
そ
れ
に
加
ふ
る
に
現
時
の
情
勢
を
と
り
あ
づ
か
ひ
、
竹
村
教
授
多
忙
な
る
に
屯
拘
ら
ず
熱
心
な
る
御
指
導
に
は
、
研
究
事
生
一
一
附
と
共
に
感
謝
の
念
に
た
へ
た
い
。
左
に
参
考
の
銘
め
、
そ
の
内
容
を
略
記
ナ
。
一
、
意
義
ご
、
穏
類
（
A
）
一
般
的合
報
r、
B 
~ 
特
殊
的
種時地
獄問域
的的拘
一
一
一
、
原
凶
〔
A
U供
給
側
原
因
（
い
貨
幣
）
（
B
）
需
婆
側
原
N
（
事
業
）
問
、
徴
候
五
、
影
響
穴
、
針
策
ハA
U
貨
幣
方
面
ハ
B
U
事
業
方
面
前
九
大
数
授
向
工
会
議
所
理
事
竹
内
韓
＝
民
講
演
曾
六
月
二
十
日
、
午
後
三
時
、
演
題
『
担
過
酷
政
策
の
最
近
の
傾
向
』
聴
一
巣
は
十
三
呑
数
主
に
渦
っ
、
先
づ
大
江
君
の
閲
令
の
鮮
に
ヲ
ぎ
、
何
回
数
授
の
挨
拶
、
講
演
は
、
貿
易
の
援
惑
に
於
け
る
三
大
原
因
よ
り
論
を
起
し
日
本
の
努
働
総
件
に
及
び
兵
躍
的
例
詮
を
以
て
論
を
抽
出
め
ら
る
。
間
舎
の
燃
は
、
中
小
皐
商
工
研
究
舎
一
・
9LAロ
同
講
演
舎
な
り
し
お
め
、
陶
工
研
究
合
委
員
、
恒
任
討
に
お
蹴
ひ
し
た
。
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
大
な
P
し
惑
を
専
ぷ
。
荒
木
光
太
郎
氏
講
演
曾
泌
勉
『
現
今
の
貨
幣
問
題
の
若
干
』
聴
集
多
か
ら
ざ
る
亀
荒
木
叡
市
W
大
数
投
入
七
舎
j官
授
の
抑
制
誠
な
る
三
時
間
に
渉
る
議
演
は
貨
に
有
盆
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
竹
村
教
授
4
列
席
さ
れ
舎
後
茶
誌
に
う
つ
り
一
、
経
糠
墜
命
日
誌
の
抗
許
を
戴
x 
V
A
V
ハ
合
員
並
に
先
輩
諸
氏
に
喜
ん
で
裁
く
事
は
、
事
部
一
一
一
牛
大
江
君
の
重
力
の
結
果
、
我
々
に
本
部
室
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
持
ち
得
た
と
云
ふ
事
で
b
る。
場
所
は
四
時
栄
町
一
γ
ん
の
湯
殿
、
小
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
我
々
の
智
識
の
賓
庫
と
し
で
大
い
に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。
部
室
の
あ
る
事
は
各
自
の
融
利
研
究
の
上
か
ら
も
大
い
に
宥
意
義
な
事
と
忠
ふ
。
そ
れ
が
銭
b
、
今
迄
の
如
〈
他
の
数
室
を
借
り
る
事
も
な
〈
毎
週
月
曜
日
正
午
部
室
に
於
て
定
期
委
員
品
目
を
開
催
し
1
ゐ
る
。
次
に
過
口
、
先
輩
漫
見
延
之
丞
氏
上
り
金
十
周
也
の
寄
附
を
裁
い
た
。
議
集
ぎ
り
ぎ
り
の
折
よ
り
我
等
一
同
大
い
に
感
謝
の
外
は
な
い
。
之
一
れ
に
つ
い
て
の
使
用
訟
も
大
い
に
意
義
あ
ら
し
必
た
い
k
思
ワ
て
ゐ
る
。
品
開
H
拍
氏
に
誌
上
を
以
て
厚
〈
御
雄
市
上
げ
ま
す
。
x
×
 
今
後
共
こ
の
合
日
報
酬
仰
に
は
出
来
線
る
限
り
事
業
の
紘
牛
肉
を
か
し
た
い
と
閉
店
ワ
て
ゐ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
先
輩
諸
氏
の
批
評
dx
は
通
信
に
品
附
加
し
て
裁
き
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
品
。
戸
附
記
〉
今
風
早
期
の
研
究
曾
、
議
獄
舎
の
議
定
紋
別
頁
に
後
表
し
て
あ
る
‘ 
F、
F
編
f麦
~e 
輯
先
に
立
敬
文
慢
の
は
－
な
や
か
な
夜
行
を
見
、
次
い
で
向
工
研
究
舎
々
誌
の
出
版
、
而
し
で
立
ち
お
〈
れ
の
感
が
無
い
で
も
な
い
が
我
々
は
鯉
済
問
中
合
誌
四
競
を
諸
君
の
机
上
に
臨
時
る
事
が
出
来
た
。
之
れ
は
第
四
容
の
第
一
、
第
二
合
併
携
な
の
で
あ
る
。
令
員
諸
君
の
熱
誠
に
よ
ワ
で
、
論
文
入
編
正
式
ふ
多
数
の
原
稿
の
集
っ
た
事
は
、
踊
持
者
と
し
て
も
非
常
に
う
れ
し
か
ワ
た
。
も
り
と
も
．
量
の
問
題
之
、
質
の
問
題
と
は
常
然
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。
今
後
共
量
的
に
も
勿
論
、
質
的
に
も
な
款
に
於
け
る
、
唯
一
の
研
究
機
関
祇
と
し
て
滋
展
さ
せ
て
行
き
皮
い
と
忠
ワ
て
ゐ
る
。
内
容
は
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
形
式
的
に
も
大
い
に
改
革
を
加
へ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
大
方
の
仰
批
評
が
戴
け
れ
ば
結
構
で
あ
る
。
比
の
A
M
H
誌
が
、
あ
の
経
済
智
識
の
描
耳
障
と
、
我
々
が
呼
ん
で
ゐ
る
さ
さ
や
か
η
同
祭
の
湯
殿
か
ら
生
れ
た
ん
だ
と
忠
ふ
と
、
M
引
き
さ
か
、
ほ
ろ
に
が
ひ
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
が
而
し
あ
の
う
ナ
暗
い
穴
織
の
様
な
部
室
で
も
、
我
々
に
と
っ
て
は
一
国
一
城
。
毎
日
秋
設
に
ひ
び
〈
時
計
憂
の
鐙
を
き
き
ワ
ワ
も
ヂ
且
P
ヨ
の
城
壁
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
の
談
論
風
変
。
時
に
そ
こ
に
は
由
民
面
白
な
検
討
が
あ
習
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
且
ロ
チ
シ
ズ
ム
あ
り
、
又
ナ
シ
セ
シ
ス
が
あ
る
。
即
ち
我
々
の
岡
山
さ
〈
、
研
究
の
